
施策 重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者の評価

「確かな学力」の
育成
①授業改善
②誰一人取り残
さない取り組み
③学校・家庭・地
域の連携
④情報活用能力
の育成
⑤英語教育の充
実
⑥デジタル化の
促進

①授業力向上を目指した授業改善
の校内研修会を実施する。

②誰一人取り残さない個別最適な
学びを実現する。

③家庭・地域や校区内のこ幼小中
学校と連携し、学力向上、学びに
向かう力を推進する。

④ICT機器を使用した情報活用能
力の向上を目指し、積極的にICT
機器を活用する。

⑤英語教育の充実を図り、グロー
バル化に活躍できる人材を育成す
る。

⑥デジタル社会を見据えた教育を
推進する。

①全国学力調査、学校評価、授業評価アン
ケート等をもとにわかりやすい授業を目指
す。

②ICT機器を効果的に活用したり、UDの観
点を取り入れたりして、個々に応じたわかり
やすい授業づくりに取り組む。

③校区内のこ幼小や家庭との連携を推進す
る。地域の協力を得た土曜スクールを行い、
基礎基本の定着を図る。また、ホームページ
や学校便り等を通して、本校の様子を発信す
る。

④教職員及び生徒が、ICT機器を使用し、調
べた内容を資料にまとめ 、ICTやデジタル
教材を活用して、生徒の興味・関心を高め、
学びを深める授業づくりに務める。また、主
体的に学ぶ場面を増し、個別最適な学びや
協同的な学びの質を向上させる。

⑤グローバル社会に適用できる英語教育（聞
く・読む・話す・書く）を充実する。

⑥タブレット端末を有効に活用させるため
に、授業や家庭学習において、タブレットを
効果的に活用する。

①授業は「わかりやすく楽しい」と感じる
生徒の割合を80％以上にする。

②「先生は、教え方に工夫している」と感じ
る生徒の割合を９０％以上にする。

③校区内のこ幼小の合同研修会を年１回
実施する。土曜スクールを年１２回実施す
る。また、ホームページを月１０回以上、学
校便りや学年便りを月４回以上発行する。

④８５％以上の生徒がICT機器のアプリを
使用し、レポートやプレゼンテーションを
作成することができるようにする。

⑤ＣＥＦＲによるＡ１レベルを全国の平均値
以上にする。

⑥職員研修を行い、ICTの活用や各教科
での活用について考える機会を設ける。タ
ブレットを活用した活動の場面を増やす。

B

①77.7％という結果であった。今後も教師の授業力をさらに向上させ
ていくことが必要である。

②9１.9％と目標を達成した。

③校区内のこ幼小の合同研修会を実施し、課題や取組等について協議
することができた。また、土曜スクールは12回実施し、自主学習や入試
に向けた面接練習等を実施した。ホームページは月に１０回以上の更
新、学校便りや学年便りは月に４回以上の発行に加え、まなびポケット
等を活用し積極的に本校の様子などを発信することができた

④84.1％と目標までわずかに届かなかった。また、学年間格差が見ら
れた。

⑤３年生でリスニングにおいては50％以上がCEFRのA1レベルに到
達することができた。リーディングにおいては49％であった。

⑥授業を中心に教師・生徒共にICTの活用が進んでいる。一方で、家庭
学習でのICT活用は、56.7%となっており、効果的な活用に向けた改
善が必要である。

①肯定的な回答が得られなかった生徒に目を向けて、
授業参観ウィークリーや公開授業ウィークリー等、教科
を越えた授業研究に取り組み、教師一人ひとりの授業
力向上を目指す。

②研究テーマ達成に向けた授業づくりに取り組んでい
く。

③全ての学年において、積極的な学校情報の発信に
努め、地域・家庭との連携を図っていく。

④授業や行事などで定期的に活用する場面や効果的
な活用方法について情報共有を行い、学校全体として
活用を推進する。

⑤さらに授業内での英語教育（読む・聞く・話す・書く）
を充実させグローバルに活躍できる人材を育成する。

⑥タブレットの活用も含めた効果的な家庭学習につい
て研究し、家庭学習習慣を定着させる。

・達成目標を引き上げて授業力
向上をめざした取組を進めてい
る点は評価できる。校内研究を
今後も継続して進めることを期
待する。

・ICT機器を有効に活用するな
ど個に応じた学習を進めていく
ことにより学力の向上につなげ
ていくことを期待する。

・こ幼小中の連携を通して校区
ならではの課題について共通理
解を深め、中学校区としての取
り組みを進めていくことを期待
する。

・授業等でICT機器の操作技術
に加え、調べた内容を発表した
り、話し合いで出た内容をまと
めたりするなど、機器を有効活
用することにより自校ならでは
の探究学習につながるような授
業づくりを期待する。

・今後のグローバル社会におい
て英語力は大きな力を発揮する
と考えられる。今後もより充実し
た英語教育の推進に期待する。

「豊かな心」
の育成

①道徳教育の
　 推進
②いじめ等の
   未然防止、
   早期発見、
   早期対応に
   向けての
   組織的な取組
   の推進
③不登校の
   児童生徒や
   その保護者
   への支援体制
   の充実
④体験活動等
   の実施

①「考え、議論する道徳」及び「心
の教育」を推進する。

②いじめ問題への対応力の向上
に取り組む。

③不登校の予防に努める。

④体験活動等を通じて、生徒の主
体性を育成する。

①道徳のローテーション授業や道徳科授業
研究会を行うことで教員の指導力向上を図
り、全ての教育活動を通して思いやりの心を
育む。また、道徳・人権教育講演会を実施し、
外部講師による教育の推進を図っていく。

②年２回のいじめ等に関する実態把握のた
めのアンケートを実施し、いじめの早期発見・
早期対応に組織的に取り組む。また、いじめ
のない風土づくりのため、警察や心理士等の
関係機関や専門家による講演会を行う。

③一人一人の居場所作りに努め、保護者と
の関係を築く。
また、必要に応じてSCやSSWなどの関係機
関と連携する。

④達成感や自己有用感を高めるため、生徒
自らが意志決定する場面を増やす。

①「自分を大切にすることや、他の人への
思いやりについて教えてもらっている」の
生徒の割合を90％以上（A評価で55％
以上）にする。

②「学校へ行くのが楽しい」という質問に
肯定的回答をする生徒の割合を昨年度（８
３．８％）以上にする。また、「先生は、良い
ことは良い、悪いことは悪いときちんと指
導している」という質問に肯定的回答をす
る生徒の割合を昨年度（９４．９％）以上に
する。

③「先生は生徒の悩み事や不安に親身に
なって相談にのってくれる。」という生徒
の割合を90％以上にする。

④体験活動を学期に１回以上行う。また、｢
学校行事は楽しい｣という生徒の割合を増
やす。

B

①「自分を大切にすることや他の人への思いやりについて教えてもらっ
ている」と回答した生徒の割合が91.0％であり目標を上回る結果であ
る。Ａ評価は46.7％となった。

②「学校へ行くのが楽しい」８３．２％、「先生は、良いことは良い、悪いこ
とは悪いときちんと指導している」９３．１％、であった。アンケートの実
施や関係機関等の講演会に一定の効果がみられたが、指導体制や方針
の見直しが必要である。

③「先生は生徒の悩み事や不安に親身になって相談にのってくれる」と
いう生徒の割合が８１．１％。一人ひとりの生徒が安心して過ごせる居場
所をつくることが課題である。

④｢学校行事は楽しい｣と答えていた生徒は昨年から１%下がったもの
の90％を越えた。学校行事を通して体験的な学びができた。生徒自ら
が考え、行動する行事を増やしていく。

①道徳のローテーション授業による授業改善や校内道
徳研修会を行うことで更なる教員の指導力向上を図
り、全ての教育活動を通して思いやりの心を育む。ま
た、道徳・人権教育講演会を継続し、外部人材による教
育の推進を図っていく。

②重層的支援構造を意識した教育活動の推進と、いじ
めや問題行動の早期発見と未然防止に努め、学校風
土の向上を図る。また、学校の指導体制や指導方針を
整えるため、研修会を行うとともに、家庭や地域との
連携を図る。より効果的な講演会の実施のため、実施
内容や時期を吟味する。

③居場所は「場所」ではなく「人」であることを認識し、
教育相談の充実等、生徒との関わりを深めていく。ま
た、保護者との連携も充実させる。スクールカウンセ
ラーやスクールソーシャルワーカー等関係機関との連
携を図る。

④学校行事において、生徒が主体となる体験活動を学
期に１回以上を企画していく。

・自尊感情の醸成は生徒にとっ
て重要なことである。道徳や人
権学習において自他を大切にす
る心を育成することのできる継
続した取り組みを期待する。

・いじめの早期発見や未然防止
に向けて、生徒とのコミュニケー
ションの充実を図り、教員のアン
テナを敏感に働かせ、今後も学
校一丸となって取り組むことを
期待する。

・様々な機会を利用して子ども
たちの心の悩みに共感できるよ
うな相談体制の構築と関係機関
との連携が図られることを望
む。

・学校行事や体験活動におい
て子どもたちが企画の段階から
参画し、達成感を味わうことの
できる教育活動を実施するよう
希望する。

「健やかな体」
の育成

①児童生徒の
　 体力向上の
　 促進
②魅力ある
　 部活動の推進
③発達段階に
　 応じた健全な
　 食育の推進

①運動の習慣化を図る。

②部活動の活性化を図る。

③規則正しい生活習慣の獲得を
図る。

①主体的に体力向上に取り組める生徒を育
成する。

②充実させる内容（目標）を各部活動で持た
せ、活動していく。部活動で学んだことが、実
生活で役に立つことを実感させる。

③生徒一人ひとりの生活リズムへの意識を
高めさせる。また、早寝・早起き・朝ごはんに
ついて家庭と連携する。

①体力・運動能力、運動習慣等調査で男女
とも全国平均以上にする。

②「部活動が充実している」と感じる生徒
の割合を90％以上にする。

③「規則正しい生活習慣を送っている」の
項目の生徒の割合を８０％以上にする。

A

①今年度も平均以上を上回ることができた。

②「部活動が充実している」と感じる生徒の割合が90％を上回った。

③全体としては７４．４％であり、学年ごとでも８０％を超えている学年
はなかった。１年生６８．１％、２年生７４．１％、３年生７９．９％と、学年が
上がるにつれて増えているため、継続した取組の効果が見られる。

①今後も継続して主体的に体力向上に取り組めるよう
にする。

②今後も継続して取り組むとともに、地域展開に向け
て円滑な移行ができるように地域クラブの周知や地域
クラブとの関係構築を検討する。

③委員会活動を活性化させ、１年生時から、生活習慣
を見つめ直す機会をつくり、改善を図る。

・部活動地域展開に伴い、学校
での体育の授業を通じた運動の
機会が貴重となる。今後も子ど
もたちが主体的に体力向上に努
められる取り組みを期待する。

・部活動の地域展開に伴い、子
どもたちが円滑にクラブ移行で
きるような地域クラブとの連携
や支援等を希望する。

・基本的な生活習慣の確立は人
格の形成に大きく影響を与える
ことから家庭との連携をより進
めていくことを希望する。

①主体的な進路選択を支援する。

②スクールカウンセラー・スクール
ソーシャルワーカーを積極的に活
用する。

③教育相談を充実させる。

①生徒向けの進路学習会(学年集会)を定期
的に実施し、生徒自身がもつ進路に対する不
安を軽減する。学級担任とのきめ細かい対
話を大切にし、保護者向けの進路説明会で
は、質疑応答の時間を多くとり保護者の不安
も軽減できるよう心がける。また、オープン
スクール情報をホームページに掲載し、情報
の周知をはかる。

②スクールカウンセラー・スクールソーシャル
ワーカーと積極的に連携する。

③教師間の情報交換、情報共有を密に行う。
生徒が相談しやすい環境をつくる。

①「学校は、進路について情報を保護者に
知らせるとともに、適切な進路指導を行っ
ている」の保護者の割合を80％以上を維
持し、その中でもよくあてはまるを30％
以上にする。また、キャリア・パスポート等
を活用する。

②スクールカウンセラー・スクールソーシャ
ルワーカーに行き渋りのある生徒の情報
を必ず共有し、積極的に連携する。不登校
生徒の割合を昨年度以下を年間通して達
成する。

③「先生は生徒の悩み事や不安に親身に
なって相談にのってくれる」という生徒の
割合を90％以上にする。

B

①「学校は、進路について情報を保護者に知らせるとともに、適切な進
路指導を行っている」の保護者の割合では、３年生の保護者の割合は目
標を達成できているが、１，２年生の保護者の割合は８０％を下回った。

②不登校生徒の割合は増加傾向にある。週１回、スクールカウンセラー・
スクールソーシャルワーカーと情報共有を行い、連携を図ることができ
た。

③「先生は生徒の悩み事や不安に親身になって相談にのってくれる」と
いう生徒の割合が90％を下回った。

①１，２年生の保護者対象の進路説明会を３学期では
なく、２学期に予定するなど時期の検討を行い、進路
の情報を早期から周知していく。
また、日々の授業や活動の中で、進路指導を意識して
指導を行い、進路に対する意識を持たせ、自己決定力
を養っていく。

②わかる授業づくり、教育相談の充実、個別の支援の
充実を図り、きめ細かな指導や情報共有を徹底する。
また、校内サポートルームを充実させ、不登校生徒の
教室復帰をめざす。

③教育相談部会を中心に、生徒理解や個別支援のあり
方についての研修や日々の環境づくりに取り組む。

・生徒や保護者生徒の主体性を
大切にし、今後も継続して生徒
一人ひとりに対応した進路指導
を進路学習や進路説明会で取り
組んでいくことを期待する。

・不登校傾向の生徒に対しては
きめ細やかな支援を行うととも
に校内サポートルームの充実を
希望する。

・教職員のアンテナを高くし生徒
に寄り添う教育相談を今後も実
施することを希望する。

①伊丹特別支援学校と連携する。

②特別支援教育の充実を図る。

①年度当初に、保護者、特別支援学校担当、
コーディネーター等で年間計画を立て、それ
にそって交流するようにする。

②特別支援教育推進委員会を中心に関係機
関との連携を図り、特別支援教育の理解を
深め、一人ひとりの教育的ニーズに応じた教
育を充実させる。

①特別支援学校生徒との交流及び共同学
習を計画的に進め、相互に理解を深める。

②特別支援教育推進委員会を中心に保護
者、教師間との連携を図る。また、教育支
援センターである伊丹特別支援学校の機
能（コンサルテーション等）を活用する。
　特別推進委員会から通信を発行し、特別
支援教育の知識を広げ、支援や理解に役
立てる。

B

①今年度は特別支援学校生徒２名と月2回以上の共同学習を実施し
た。交流学級や特別支援学校相互の理解を深めることができた。回数
や内容について検討が必要である。

②推進委員会を中心に学年会等で教育的ニーズを考えることができ
た。また、特別支援学校の機能等を参考にし生徒支援を行った。テニス
ボールを全教室の机・椅子に取り付けるなど教室環境整備に取り組ん
だ。今後もすべての生徒に配慮した学級づくりに取り組む必要がある。

①年度当初に、保護者、特別支援学校担当、コーディ
ネーター等で年間計画を立てるとともに、教育活動や
生徒の実態に応じた対応も検討する。

②学級経営をするに当たり、学年会や研修会で情報収
集をし、実態を共通理解した上で、全職員で一人ひと
りの生徒の支援を行う。

・特別支援学校の交流に関して、
両校の目的を明確にしてよりよ
い交流が進むことを希望する。

・特別支援教育推進委員会を通
して教員間の情報交換を密に
し、個々の生徒に適している合
理的配慮を推進してもらいた
い。

①校内外で研修に努める。 ①校内外の研修に積極的に参加する。校内
研究授業、自主研修会を実施し、指導力の向
上を図る。

①校内外の研修に積極的に参加する。校
内研究授業を１回、自主研修会を５回以上
実施し、OJTを活かした指導力向上を図
る。また、教員同士の授業参観や１人１回
の公開授業を実施し、教員の授業力向上
に努める。

A

①校内外の研修に平均15.8回参加し、各自が積極的に指導力向上に
努めることができた。また、校内研究授業を１回、自主研修会を５回実
施し、OJTを活かした指導力向上を図ることができた。教員の授業力向
上に関しては教員同士の授業参観や１人１回の公開授業を実施した。

①アンケート項目の「授業は、わかりやすく楽しい。」の
割合が77.7％と目標を下回っていたので引き続き授
業力向上につながる研修会を実施する。

・授業改善は教員にとって重要
な仕事の一つである。主体的で
深く対話的な学びを育む授業の
構築を今後も校内研究を通して
実践していくことを希望する。

①コミュニティ・スクールの充実を
図る。

②地域・保護者との連携を図る。

①学校・家庭・地域の連携・協働体制の一層
の充実を図る。

②PTA主催行事・地域の行事等に参加する。

①学校運営協議会を年3回開催し、生徒、
保護者、地域共同の場を設け、課題解決に
向けた協力体制を整える。

②「保護者や地域の人と一緒に活動する
機会に参加している。」の教師の割合を
75％以上にする。 B

①学校運営協議会を３回以上開催することができた。熟議した内容を
職員、全校生徒で共有し、取組につなげることができたが、着手できて
いない取組を進める必要がある。

②保護者、地域の人と一緒に活動する機会に参加していると回答した
職員は昨年度より約９％上昇し６９．８％となったが、目標とする７５％
に届かなかった。

①運営協議会で出た内容について、生徒会活動推進
委員会で共有し、各委員会活動に反映させていく。

②一定の成果が見られるため、今後も地域と関わりの
ある活動についてその意義等を周知を徹底し、地域・
保護者ととの連携を図る。

・学校、家庭、地域が一体となっ
て生徒と共に考え、より良い方
向へつなげていくことができ
た。今後も、熟議を通して学校の
課題解決に向けて取り組むこと
を期待する。

・交流活動を通して地域や保護
者との連携を進めるとともに、
生徒自身が地域の一員として主
体的に考え活動できる場が増え
ることを期待している。

①防犯訓練・防災教育の充実に努
める。

②安全・安心な教育環境の充実を
図る。

③子どもの交通安全対策の充実
を図る。

④学校施設の整備体制を整え、維
持保全に努める。

⑤働き方改革を、より一層推進さ
せる。

①危機管理マニュアル等を活用し、的確な防
災教育を実施する。

②熱中症対策、感染対策等の充実を図る。

③生徒一人ひとりが正しい交通ル－ルを理
解し、交通安全に努める。

④それぞれの場所において、環境設備を点
検する。

⑤業務改善委員会を行い、働き方改革の充
実及び業務においてデジタル化を図る。ま
た、超過勤務時間の削減を推進する。

①防犯や災害が発生した際の対応を身に
つけるため、年2回の避難訓練を実施す
る。

②普段から熱中症対策と感染対策につい
て未然防止および初期対応の充実を図
る。

③「学校で交通ルールや安全な学校生活
の仕方等を教えてもらっている」の生徒の
割合を９０％以上を維持する。

➃それぞれの場所において、月１回の破損

箇所や修理の必要な箇所を点検する。掃
除用具の充実を図る。「学校や教室が、学
習や生活の場として美しく整っている。」
と感じる生徒の割合を７０％以上にする。

⑤業務改善委員会を行い、働き方改革の
充実及び業務において必要に応じてデジ
タル化を図る。また、超過勤務時間の削減
を推進する。

B

①災害が発生した際の対応を身につけるため、年2回の避難訓練を実
施できた。

②熱中症対策としてスポーツドリンクの許可や、WBGT計の活用。換気
の継続など実施した。

③生徒の割合は91.9％と高かったが、保護者は89.1％であった。

④「学校や教室が、学習や生活の場として美しく整っている。」と感じる
生徒の割合が７６．８％で目標を達成することができた。また、掃除用具
点検や掃除用具の補充を行うことができた。

⑤定期的に行われている各種推進委員会において、業務改善につなが
る取り組みを念頭に随時修正を図ることができた。

①社会状況に対応し、2回の避難訓練に加え、不審者
対応の防犯訓練の実施を検討する。

②保健室からの情報発信を中心として、熱中症対策を
徹底していく。

③引き続き交通安全指導を進めるとともに、家庭へも
伝わるよう情報発信をしていく。

④「各清掃場所で清掃を徹底できている。」と感じてい
る教師が５５．６％であった。清掃場所や教師分担の改
善を図るとともに、清掃指導の工夫を職員全員で検討
していく。

⑤定期的に業務改善委員会を開催し、引き続き、分掌
内や分掌をまたぐ業務の整理を行っていく。

・危機管理意識を高く持ち、生徒
自身が考え行動できるよう安
全・防災・防犯教育を推進してい
くことを期待する。

・熱中症対策や感染症対策につ
いて保健室等からの情報発信を
今後も期待する。

・部活動の地域展開にともない
自転車を利用する機会も増加す
ると考えられる。安全指導の徹
底を希望する。

・清掃活動に対する生徒の意識
を高めるために、委員会活動の
活性化や家庭と連携した取組を
進めることを期待する。

・学校の業務管理・健康確保措
置実施計画の策定に伴う業務改
善について積極的に取り組んで
行くことを希望する。

 

学校関係者評価総括
・学校長のリーダーシップのもと、教師が一丸となって学校教育目標の具現化に向けて成果が現れていることは、生徒や教職員の様子から伝わってくる。
・校内研究をはじめとして課題に対応した取り組みを進め、生徒一人一ひとりのことを深く考えた温かみのある教育を実践している。今後は「主体的に深く対話的な学び」を育むために必要な探究学習の推進を希望
する。
・毎年夏休みに開催している「天中・夢サミット」や地域連携での生徒たちの活躍等、若人の力に期待し、より発展的に実施することを希望する。
・本年度の天王寺川中学校の学校自己評価については大いに評価する。本年度の成果と課題も詳細に検討されている。次年度の取組により更に発展、充実する天王寺川中学校を目指してほしい。

次年度に向けた重点的な改善点
・ユニバーサルデザインの視点に基づく授業づくり、主体的・協働的な学びの日常化、子どもの学びの見取りと価値づける評価や手立ての充実を図る。校内研究を充実させ、教職員の授業力を向上させる。
・生徒や保護者とのコミュニケーション、個を大切にしたきめ細やかな支援により、信頼関係や人間関係の構築に努める。研究、教育相談、生徒指導、特別支援教育を一体化させ、生徒の発達を支え、主体性や自ら考え
行動できる自己指導力を育成し、未然防止教育に努める。また、事案が発生した際は、教職員が連携して組織的に対応し、初期対応や早期支援に注力する。
・教員自らがより良い指導方法や生徒への支援等を学ぶことで、生徒の学びを育てる、教員の学びこそ子どもの学びに影響を与えるという意識を持ち、協働的に学び続ける職員集団をめざしていく。

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った
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教育相談・支援体制
の充実

①キャリア教育の推進
②ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ・
　 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ
　 の活用
③教育相談の充実

特別支援教育の推進

①伊丹特別支援学校
　 の活性化
②特別支援教育
   の充実

教職員の資質向上

①研修等の充実
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・
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学校を支える組織体
制の整備

①コミュニティ・
   スクールの充実
②地域と学校の
   連携・協働体制
   の構築

安全・安心な教育環境
の充実

①学校園防犯訓練・
   防災教育の充実
②子どもの安全対策
   の推進
③交通安全対策
   の推進
④学校園施設の
   整備・維持保全
⑤学校における
   働き方改革の推進

実施施策の目標
基本施策

令和7年度(2025年度)　学校評価総括表  　　　　【伊丹市立天王寺川中学校】                                                                                               

教　育　目　標 夢と誇りのある生徒の育成　～自ら学び、考え、行動する力と、豊かな心を育む～

重　点　目　標
① 自ら学び考える主体的な力を育む。② わかった、できたと実感できる授業を展開し、基礎・基本の定着及び活用する力の向上を図る。
③ 問題行動や不登校生徒の減少に向けた未然防止・早期対応の充実を図る。 ④ ホームページ、メール配信等を有効に活用し、天中の教育を積極的に発信する。


